
令和８年度 あゆみらい保育園避難訓練計画書     R8/3/31 

※ 毎回消火訓練を行う。※ 避難滑り台の経験をする。※毎月１０日前後 

月 実施 

形態 

災害想定

内容 

ねらい 指導内容・留意点 避難 

場所 

4 10:00~ 
火災 

(給食室) 

○避難訓練の意味を

知る 

○火災報知器の音を

覚える 

○非常口の目印と位

置を確認する 

○紙芝居・ＰＰ・ビデオ・で火災についての話を聞く(火事の

恐ろしさ、避難訓練に必要な事を知らせる) 

○ホールで火災報知機の音を聞く 

○職員の役割を確認する 

○非常すべり台の安全な使い方を確認する 

(押さない、走らない、喋らない、戻らない) 

正門 

5 
予告 

 なし 

不審者の侵

入 

(室内時) 

不審者の侵入などの

緊急時に隠語を聞い

て速やかに避難する 

○慌てず、保育士の指示を聞き、保育士についていく 

(押さない、走らない、喋らない、戻らない) 
各 

部屋 

6 
予告  

なし 

水害 

保育園周辺

の冠水 

○いろいろな災害が

ある事を知り、その都

度避難の仕方の違い

を知る 

○拡声器によって避難を呼びかける 

○風水害による二次災害想定訓練・放送をよく聞き、慌て

ずに行動する(押さない、走らない、喋らない、戻らない) 

〇避難経路の確認を行う。 

２階プ

レ イ ル

ーム 

7 

予告  

なし 

通報訓練 

火災(煙) 

(調乳室) 

非常ベルを聞いて保

育士の指示ですみや

かに避難する 

○自由保育中、自分の遊んでいる場所の近くにいる保育

士の誘導に従い避難する 

○煙の中での避難の方法を知る 

正門 

8 
予告  

なし 

火災 

(２階 花) 

非常ベルを聞いて保

育士の指示ですみや

かに避難する 

○自由保育中、自分の遊んでいる場所の近くにいる保育

士の誘導に従い避難する 

○煙の中での避難の方法を知る 

正門 

↓ 

駐車場 

9 
予告  

なし 
地震 

○火災の時と避難方

法が違う事を知り指

示に従う 

(靴をはく) 

○「地震です」の放送に、安全な場所に集まる 

○地震による二次災害を想定。保育士の誘導に従って避

難する 

○各クラスで避難の方法、安全な避難場所を確認しておく 

正門 

↓ 

西体育

館 

10 

予告 

 なし 

通報訓練 

火災 

(給食室) 

○突然の事態になっ

ても慌てずに避難す

る 

○出火場所や避難経路を、放送により聞き取り担任以外

の保育士の指示に従って敏速に避難する 

○年齢が低いクラスの避難に特に留意する 

正門 

11 
予告 

 なし 

不審者 

(園庭) 

不審者の侵入などの

緊急時に隠語を聞い

て速やかに避難する 

○慌てず、保育士の指示を聞き、保育士についていく 

(押さない、走らない、喋らない、戻らない) 

○保育士は状況に応じて、適切に判断し行動する 

室内 

12 
予告  

なし 

火事 

(事務室) 

 

○担任以外の保育士

の指示に従って避難

する 

○担任以外の保育士にも集まる事ができるようになり、ス

ムーズに避難する 

○保育士同士、声をかけ合って誘導する 

裏の畑 

1 
予告  

なし 

地震 

(震源地 

:博多湾沖) 

○災害の違いにより、

避難の仕方が変わる

ことを知る 

○揺れを感じたら、保育士の声掛けに反応し安全な場所に

集まり待つ。合図で外に出る・物が倒れそうな場所には近

づかない。 

○危険な場所を点検し、知らせる 

各部屋 

↓ 

正門 

2 
予告  

なし 

火災(煙) 

(調乳室) 

○避難行動の慣れに

よる油断のないように

する 

○火元を放送で聞き、危険ではない経路で安全に避難す

る。 

○どこにいても保育者は落ち着いて子どもを把握し、避難

できるようにする 

随時 

変更 

3 
予告  

なし 

地震⇒火災 

(給食室) 

○保育士の誘導に従

い、落ち着いて安全に

避難する 

○避難行動の仕方がわかり、ルールを守って速やかに行

動する 

○自分で自分の命を守ることを知り、様々なシュミレーショ

ンの中で保育者は避難誘導できるように訓練をする。 

随時 

変更 


